
 ６月上旬、採草地の牧草(１番草)の収穫が始まりました。この時期、県内の酪農家さんも、

自給飼料の生産で大忙しです。 

 

「テッダレーキ」という機械で、刈った牧草を 

何度か反転して乾燥させ、水分を調整します。 

 

「ロールべーラ」という機械で 

収穫していきます。 

 

「ラッピングマシン」という機械でラップを 

巻きます。密封された牧草は発酵し、 

漬物のように長期保存できるようになります。 

 

収穫しやすいよう列状に集草していきます。 

 

 

ロール状に梱包された牧草を吐き出します。 

ロール１個は４００㎏もあります！ 

 

倉庫に保管し、牧場が雪に閉ざされる 

冬の間のエサになります。 

牧草の収穫が始まりました！ 


